
亘理の豊かな農・水・商工業を一堂に集めたフェスティ
バル｡
亘理町特産のイチゴやすまし汁などの試食コーナーを
準備。亘理で生産される推奨品も展示されるほか、野菜・農
産加工品・特産品などの即売やお楽しみ抽選会、伊達武将
隊の演武や今年は餃子でモザイク画を作りギネスへ挑戦
などお楽しみが万歳。会場は一日中祭り気分満開だ。

伊達なわたりまるごとフェア
●商工会長セミナー •商工会長会議  （2）

●経営革新、創業 •事業再建支援セミナー  （3）

●ニッポンいいもの再発見！宮城地区商談会  （3）

●復興への道標（亘理山元 •名取市）  （4）

●復興への道標（東松島市 •本吉唐桑）  （5）

●中小企業大学校仙台校研修ご案内  （6）

●協会けんぽお知らせ、商工同友会  （7）

●青年部 •女性部コーナー  （8）

■開催日時／平成24年3月20日（火・祝）
　　　　　　9：30～14：30
■開催場所／亘理町佐藤記念体育館及び
　　　　　　中央公民館前駐車場
■問合せ先／亘理町産業観光課
　　　　　　TEL0223-34-0513

天　　野　　　忠　　正

株式会社髙橋プリント
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商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
・
商
工
会

長
会
議
が
二
月
十
三
日
、
松
島
一

の
坊
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
県
下

三
十
三
名
の
商
工
会
長
全
員
が
参

加
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
村
井

嘉
浩
宮
城
県
知
事
を
講
師
に
迎
え

『「
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
復
旧
・

復
興
」
〜
宮
城
の
再
生
と
さ
ら
な

る
発
展
に
向
け
て
〜
』
を
テ
ー
マ

に
講
演
を
行
っ
た
。

村
井
知
事
は
、
も
う
す
ぐ
東
日

本
大
震
災
発
生
か
ら
一
年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
仮

設
住
宅
の
入
居
状
況
や
、
大
震
災

で
破
壊
・
寸
断
さ
れ
た
道
路
、
橋

梁
、
港
湾
等
の
復
旧
模
様
を
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
な
が
ら
、
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
昨
年
十
月
に
県
議
会
の

同
意
を
得
て
策
定
さ
れ
た
「
宮
城

県
震
災
復
興
計
画
」
の
内
容
に
触

れ
「
復
旧
に
と
ど
ま
ら
な
い
抜
本

的
な
再
構
築
が
必
要
だ
。
十
年
先

を
見
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
復
興
へ
向
け
た
強
い
決
意
を
述

べ
、
特
に
本
県
の
生
産
年
齢
人
口

は
、
二
十
五
年
後
に
は
現
在
の

二
十
五
％
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ

て
お
り
、
今
後
は
自
動
車
関
連
産

業
・
高
度
電
子
機
械
産
業

等
の
誘
致
に
併
せ
て
、
製

造
業
の
ウ
ェ
イ
ト
を
高
め

な
が
ら
若
い
人
の
雇
用
を

創
出
し
、
一
次
か
ら
三
次

産
業
ま
で
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
就
業
構
造
を
図
る
こ
と

が
「
富
県
宮
城
」
の
実
現

に
つ
な
が
る
。

ふ
る
さ
と
宮
城
の
復
興

の
た
め
に
、
復
興
特
区
制

度
を
是
非
有
効
活
用
し
て

地
域
の
振
興
・
発
展
に
繋

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
訴
え
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
商
工
会

長
会
議
で
は
、
被
災
地
の
会
長
が

今
な
お
進
ま
ぬ
現
状
を
紹
介
し
、

国
・
県
に
対
し
て
二
重
債
務
問
題

を
は
じ
め
、
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復

旧
整
備
補
助
金
の
拡
充
等
加
速
化

し
た
支
援
策
の
実
施
を
切
に
願
っ

た
。ま

た
、
今
月
末
に
開
催
予
定

の
臨
時
総
会
に
上
程
す
る
平
成

二
十
四
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て
、
新
年
度
は
「
復
興
元
年
」
と

位
置
づ
け
、
被
災
地
の
復
旧
・
復

興
に
、
組
織
の
総
力
を
結
集
し
継

続
的
な
支
援
に
邁
進
す
る
こ
と
を

示
し
た
重
点
項
目
（
案
）
や
平
成

二
十
四
年
四
月
一
日
付
人
事
異
動

等
の
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。

説明する村井知事

被災地の現状に耳を傾ける参加者

復
興
特
区
制
度
を
活
用
し
、

も
の
づ
く
り
産
業
の
早
期
復
興
を
願
う

︱
商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
で
村
井
知
事
が
講
演
︱
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本
会
で
は
、
企
業
力
向
上
の
た

め
の
手
法
を
身
に
つ
け
、
売
上
及

び
利
益
の
ア
ッ
プ
に
結
び
付
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
経
営
革
新

支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
県
内
四
会
場

（
岩
沼
・
仙
台
・
大
崎
・
登
米
）
で
、

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
企
業
の
再
建

を
支
援
す
る
た
め
の
「
創
業
・
事

業
再
建
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、
県

内
六
会
場
（
岩
沼
・
仙
台
・
大
崎
・

登
米
・
東
松
島
・
南
三
陸
）
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。

「
経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、

講
師
の
中
小
企
業
診
断
士
・
渡
辺

進
也
氏
よ
り
、従
来
と
同
じ
商
品
・

同
じ
販
売
方
法
で
は
市
場
が
成
熟

化
し
て
い
る
現
代
で
は
売
上
・
利

益
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

顧
客
に
新
た
な
価
値
を
提
供
し
、

売
上
・
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
な
課
題
と
な
る
の
で
、
自
社

の
既
存
の
強
み
の
部
分
と
今
般
の

震
災
を
転
機
と
捉
え
る
こ
と
で
、

去
る
二
月
八
日
㈬
、
ホ
テ
ル
モ

ン
ト
レ
仙
台
に
お
い
て
全
国
商

工
会
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り

「
ニ
ッ
ポ
ン
い
い
も
の
再
発
見
！

宮
城
地
区
商
談
会
」を
開
催
し
た
。

本
商
談
会
は
、
買
付
け
意
欲
の

あ
る
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
と
販

路
拡
大
を
目
指
す
県
内
商
工
会
会

員
等
が
折
衝
す
る
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
商
談
を
通
じ
商
品
評
価
や

マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
を
直
接
得
る
こ

と
が
出
来
る
充
実
し
た
内
容
と

新
た
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
み
出
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

「
創
業
・
事
業
再
建
支
援
セ
ミ

ナ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
メ
イ
ン
講

師
の
中
小
企
業
診
断
士
・
鈴
木
た

す
く
氏
よ
り
、
事
業
再
建
の
た
め

に
は
、
震
災
後
の
環
境
変
化
を
捉

え
、
自
社
の
強
み
を
生
か
し
て
差

別
化
戦
略
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
講
師
は
受

講
者
に
熱
く
語
っ
た
。

ま
た
、
事
業
再
建
の
た
め
の

国
・
県
等
の
各
種
施
策
や
補
助
事

業
（
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設

等
復
旧
整
備
補
助
事
業
）
の
概
要

に
つ
い
て
も
説
明
も
あ
り
、
受
講

者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

終
了
後
に
開
設
さ
れ
た
個
別
相

談
会
で
は
、
特
に
補
助
事
業
を
活

な
っ
て
い
た
。

参
加
し
た
十
二
の
事
業
者
は
バ

イ
ヤ
ー
と
一
商
談
あ
た
り
二
〇
分

の
持
ち
時
間
で
個
別
商
談
を
行

い
、
自
社
商
品
に
対
す
る
コ
ン
セ

企業の持つ強みを真剣に考える受講生

真剣な目で商品に食い入るバイヤー

熱心に説明する個別商談の様子

「
経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー
」

「
創
業・事
業
再
建
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

県
内
各
地
で
開
催

ニ
ッ
ポ
ン
い
い
も
の
再
発
見
！

宮
城
地
区
商
談
会
を
開
催

プ
ト
や
味
・
デ
ザ
イ
ン
等
に
つ
い

て
の
詳
細
な
説
明
を
行
っ
た
後
、

バ
イ
ヤ
ー
か
ら
今
後
の
取
引
に
向

け
た
提
案
を
受
け
て
い
た
。

ま
た
、
㈳
新
日
本
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会
の
調
査
役
で
あ

る
飯
塚
氏
よ
り
、
常
設
の
相
談

コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
参
加
者
か
ら

の
問
題
・
課
題
等
に
対
す
る
貴
重

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

参
加
バ
イ
ヤ
ー
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
。

◆
参
加
バ
イ
ヤ
ー

・
㈱
京
北
ス
ー
パ
ー

・
㈱
ダ
イ
マ
ス

・
㈱
シ
ェ
ル
ガ
ー
デ
ン

・
丸
正
チ
ェ
ー
ン
商
事
㈱

・
㈱
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

・
㈱
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

用
し
た
事
業
再
建
の
方
法
に
つ
い

て
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
受

講
者
は
個
々
の
事
業
の
再
建
等
に

向
け
た
具
体
的
な
相
談
を
講
師
と

真
剣
な
表
情
で
行
っ
て
い
た
。

米トレーサビリティ法の遵守
一部の米穀販売業者において、取引記録の作成・保存等の不備やJAS法においても不適切な表示の米穀を販売していた事実が確認されました。事業者に

おいては表示の適正化を図り、適正かつ円滑な流通を確保するため、遵守をお願い致します。
【取引等の記録の作成・保存】〈平成22年10月1日施行〉
　○伝票等の受領・発行
　　　　「米」「米加工品」を入荷・出荷する際には、伝票等を受領・発行してください。
　○伝票等（帳簿でも可）は3年間保存
　　　　受領した伝票等、発行した伝票等の控えは、3年間保存してください。
【産地情報の伝達】〈平成23年7月1日施行〉
　○「米」「米加工品」を出荷する際には、原料米の産地を取引相手に伝えてください。
　○一般消費者向け商品を製造する際は、容器・包装に原料米の産地を記載してください。
　○「ご飯」を提供する際には、「お米」の「産地」を消費者へ伝えてください。
【罰則規定】
　○伝票等を保存していなかった等の義務違反があった場合は、罰則規定（50万円以下の罰金）が適用になります。

お問合わせ
東北農政局食糧部消費流通課
　TEL：0 2 2 − 2 3 6 − 6 6 6 1 ㈹
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支
援
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

沿
岸
部
の
民
家
も
な
い
所
で
の

オ
ー
プ
ン
で
あ
っ
た
が
、
地
元
商

店
の
再
開
を
待
ち
望
ん
で
い
た
消

費
者
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
大
変
な

賑
い
を
見
せ
、
今
回
の
仮
設
店
舗

に
よ
る
再
開
が
、
休
業
状
態
だ
っ

た
事
業
所
の
復
旧
の
足
が
か
り
に

な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

商
工
会
と
し
て
は
、
既
に
事
業

を
廃
業
さ
れ
た
会
員
や
、
他
市
町

に
移
住
し
一
時
的
に
事
業
所
を
構

え
た
会
員
が
、
住
み
慣
れ
た
故
郷

で
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を

果
た
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
設

備
資
金
や
運
転
資
金
・
補
助
金
活

用
の
支
援
・
今
後
の
経
営
指
導
・

復
興
支
援
事
業
等
で
の
支
援
体
制

を
強
化
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
店
舗･

工
場
等
の
流
失
し
た
事
業
所
を
対

象
と
し
た
仮
設
店
舗
の
取
り
ま
と

め
を
行
っ
た
と
こ
ろ
亘
理
町
で

は
、
四
十
一
の
事
業
所
、
山
元
町

で
は
十
二
事
業
所
の
入
居
希
望
が

あ
っ
た
。

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
へ
の

申
請
か
ら
工
事
着
工
ま
で
時
間
が

か
か
っ
た
も
の
の
、
五
十
三
棟
が

ほ
ぼ
完
成
し
、
引
き
渡
し
を
受
け

た
順
に
オ
ー
プ
ン
に
至
り
復
興
に

向
か
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

○
亘
理
町

・
荒
浜
新
御
狩
屋
地
区
（
十
一
月

二
十
八
日
）

建
設
・
製
造
七
棟

・
荒
浜
築
港
通
り
地
区（
同
十
五
日
）

漁
協
や
鳥
の
海
温
泉
ふ
れ
あ
い

市
場
等
四
棟

・
東
郷
地
内
（
一
月
二
十
日
）

商
業
三
十
棟

○
山
元
町

・
高
瀬
地
区
二
カ
所

商
業
六
棟
、
製
造
業
二
棟

・
合
戦
原
地
区

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
二
棟

・
浅
生
原
地
区

サ
ー
ビ
ス
・
建
設
業
二
棟

仮
設
店
舗
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

任
意
の
管
理
組
合
を
組
織
し
、
自

主
管
理
・
運
営
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
先
日
の
ふ
れ
あ
い

市
場
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
際
し
て

も
、
組
合
よ
り
要
望
の
あ
っ
た
広

報
支
援
・
イ
ベ
ン
ト
費
の
助
成
な

ど
、
商
工
会
と
し
て
取
り
組
め
る

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り

名
取
市
閖
上
・
下
増
田
地
区
で
被
災

し
た
事
業
者
が
入
居
す
る
仮
設
店

舗
「
閖
上
さ
い
か
い
市
場
」
が
り
ん

く
う
タ
ウ
ン
美
田
園
に
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
の
支
援
に
よ
り
二
月
四

日
㈯
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
。

こ
の
仮
設
店
舗
に
は
、
鮮
魚
・

精
肉
・
青
果
の
生
鮮
三
品
の
店
舗

に
加
え
、
閖
上
の
特
産
品
で
あ
る

笹
蒲
鉾
や
水
産
加
工
品
を
販
売
す

る
店
舗
な
ど
二
十
二
店
と
、
保
険

や
建
築
、
印
刷
会
社
な
ど
の
七
事

務
所
が
入
居
し
て
い
る
。

愛
称
の
「
さ
い
か
い
」
は
、「
事

業
の
再
開
」
と
「
お
客
様
と
の
再

会
」の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、

閖
上
の
台
所
、
ま
た
消
費
者
と
の

交
流
の
場
と
し
て
閖
上
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

四
日
㈯
・
五
日
㈰
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
閖
上
特
産

の
小
玉
貝
汁
や
揚
げ
蒲
鉾
が
無
料

で
振
る
舞
わ
れ
、
更
に
は
閖
上
特

産
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
実
施
す

る
な
ど
、
閖
上
に
こ
だ
わ
っ
た
催

し
も
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
女
性
部
に
よ
る
温
か
い

コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
お
も

て
な
し
と
、
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
の

「
の
ぼ
り
旗
」、
更
に
は
植
栽
を
施

設
内
に
飾
る
な
ど
、
女
性
部
ら
し

い
応
援
も
あ
っ
て
、
当
日
は
オ
ー

プ
ン
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
大
勢

の
買
物
客
で
賑
っ
た
。

同
市
場
で
は
、
入
居
者
で
構
成

す
る「
閖
上
さ
い
か
い
市
場
振
興
会
」

を
組
織
し
、
今
後
、
共
同
店
舗
と

し
て
の
機
能
を
高
め
、
定
期
的
な

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
ポ
イ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス
等
の
販
促
活
動
な
ど
共
同
事

業
を
実
施
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

亘理東郷に開店した仮設店舗全景

にぎわいが「さいかい」された市場

1月18日荒浜築港通りにオープンしたふれあい市場風景

復
興
の
足
が
か
り

七
ヶ
所
の
仮
設
店
舗
足
並
み
揃
い
オ
ー
プ
ン
！

亘
理
山
元
商
工
会

閖
上
の
台
所
が
再
開

仮
設
店
舗「
閖
上
さ
い
か
い
市
場
」が
オ
ー
プ
ン

名
取
市
商
工
会

復
興
へ
の
道
標
⑦

復
興
へ
の
道
標
⑧
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で
あ
り
続
け
た
い
、
さ
ら
に
は
集

団
移
転
と
な
っ
た
場
合
は
、
ま
た

そ
こ
で
お
店
を
再
開
さ
せ
た
い
な

ど
、
前
向
き
な
姿
勢
で
頑
張
っ
て

い
る
。

ま
た
、
商
工
会
で
は
復
興
支
援

と
し
て
複
数
の
中
小
企
業
等
か
ら

構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
復
興
事

業
計
画
を
作
成
し
、
認
定
を
受
け

た
場
合
に
施
設
・
設
備
の
復
旧
・

整
備
事
業
に
つ
い
て
補
助
を
受
け

ら
れ
る
補
助
金
説
明
会
を
二
月
九

日
に
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
八
三
名

の
参
加
が
あ
り
、
説
明
後
に
は
多

く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
関
心
の
高

さ
と
再
興
へ
の
意
気
込
み
が
う
か

が
え
た
。

東
松
島
市
商
工
会
で
は
、
会
員

八
五
〇
名
中
、約
九
割
が
被
災
し
、

ま
だ
二
割
の
会
員
が
営
業
再
開
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
商
工
会
で
は

十
月
十
七
日
、
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
か
ら
の
支
援
を
受
け
、
市

内
の
仮
設
住
宅
に
隣
接
し
た
三
カ

所
に
被
災
事
業
者
向
け
仮
設
店
舗

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

・
大
曲
矢
本
運
動
場
公
園

堺
堀
四
店

・
川
下
ひ
び
き
工
業
団
地

ひ
び
き
三
店

・
大
塩
グ
リ
ー
ン

　

タ
ウ
ン
や
も
と

緑
が
丘
二
店

そ
れ
ぞ
れ
の
仮

設
住
宅
敷
地
内
に

各
一
カ
所
、
い
ず

れ
も
プ
レ
ハ
ブ
平

屋
建
て
で
、
津
波

で
建
物
が
流
さ
れ

る
な
ど
し
た
食
料

品
店
や
理
容
店
な

ど
計
九
店
舗
が
入

居
し
た
。

入
居
し
た
方

は
、
仮
設
店
舗
で

の
営
業
を
チ
ャ
ン

ス
と
考
え
た
い
と

の
声
や
、
地
域
に

溶
け
込
ん
だ
お
店

気
仙
沼
地
区
で
は
「
仮
設
施
設

整
備
事
業
」
を
活
用
し
、
三
十
九

ケ
所
の
仮
設
店
舗
及
び
工
場
が
営

業
を
再
開
し
つ
つ
あ
る
中
、
こ
の

度
、
唐
桑
地
区
で
も
初
の
仮
設
工

場
が
完
成
し
た
。

こ
の
工
場
は
津
波
に
よ
り
自
宅

及
び
わ
か
め
加
工
場
や
船
舶
ま
で

も
流
失
し
た
会
員
二
名
が
共
同
で
、

わ
か
め
の
漁
期
で
あ
る
二
月
中
旬
を

目
標
に
昨
年
六
月
よ
り
計
画
し
た
。

よ
う
や
く
完
成
し
た
建
物
は
、

延
べ
床
面
積
三
七
〇
．九
九
㎡
の

木
造
一
階
建
、
内
部
は
作
業
工
程

を
考
慮
し
た
構
造
と
な
っ
て
お

り
、
二
月
二
日
に
は
関
係
者
を
招

待
し
て
落
成
式
を
行
っ
た
。

入
居
す
る
事
業
主
の
一
人
は
「
震

災
後
一
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
て
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
の

地
で
事
業
再
開
が
出
来
た
の
は
、
全

国
の
各
地
よ
り
数
多
く
の
ご
支
援

や
協
力
に
よ
る
こ
と
が
大
き
く
、
こ

の
こ
と
に
対
す
る
お
礼
は
、
美
味
し

い
三
陸
産
わ
か
め
を
全
国
の
消
費
者

に
お
届
け
す
る
こ
と
で
恩
返
し
と
し

て
い
き
た
い
」
と
熱
く
語
っ
て
い
た
。

一
方
、
本
吉
唐
桑
商
工
会
と
気

仙
沼
商
工
会
議
所
は
、
地
域
復
興

の
た
め
、
平
成
二
十
四
年
度
『
中

小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復
旧

整
備
事
業
』
を
活
用
し
、
被
災
し

た
事
業
者
が
早
期
に
事
業
が
再
開

出
来
る
よ
う
、
事
業
規
模
の
大
小

や
、
会
員
非
会
員
を
問
わ
ず
、
市

内
の
中
小
企
業
者
を
対
象
に
募
集

を
行
な
っ
た
結
果
、
四
二
六
事
業

所
が
申
込
み
を
行
な
っ
た
。

今
後
は
、
平
成
二
十
四
年
度
補

助
事
業
申
請
へ
の
支
援
を
行
って
行

く
予
定
で
あ
る
。

ＪＲ仙石線（休止中） 
矢本

航空自衛隊松島基地 

東矢本

国道45号 

陸前小野 鹿妻

矢本石巻道路 矢本IC 鳴瀬奥松島IC

ひびき仮設店舗

緑ヶ丘仮設店舗

堺堀仮設店舗

東
浜
街
道

鳴
瀬
川

東松島市仮設店舗位置図

本格稼働に向け準備する加工場

オープニングセレモニーの様子

仮
設
住
宅
者
利
便
性
向
上
へ

堺
堀
・
ひ
び
き
・
緑
が
丘
に
仮
設
店
舗

東
松
島
市
商
工
会

基
幹
産
業
の
再
生
に
向
け
て

三
陸
わ
か
め
漁
期
向
え
再
起
へ
弾
み

本
吉
唐
桑
商
工
会

復
興
へ
の
道
標
⑨

復
興
へ
の
道
標
⑩
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協会けんぽ宮城支部からのお知らせです
平成24年3月分（4月納付分）より

協会けんぽ宮城支部の健康保険料率が
９．５０％　→　１０．０１％　に上がります

介護保険料率は１．５１％→１．５５％に上がります

〜保険料率引上げの背景〜
保険料収入が落ち込む一方、医療費の支出が増加し、さらには高齢者医療への拠出金の大幅な増
大により、協会けんぽの財政は非常に厳しい状況となっています。

事業主・加入者の皆さまには、保険料負担の増加につきまして、何とぞご理解とご協力をいただきますようお願い申し上げます。

「一部負担金等免除証明書」をお持ちの方へ

・東日本大震災による一部負担金免除の期限が平成24年9月30日まで延長されます

平成23年7月より発行している「一部負担金等免除証明書」の有効期限は平成24年2月29日までですが、
協会けんぽでは、平成24年9月30日まで延長することといたしました。
また、福島原発事故による警戒区域等の全ての住民の方については、平成25年2月28日まで延長となります。
なお、入院時の食事療養費及び生活療養に係る標準負担額については、有効期限の延長はありません。
（平成24年2月29日で終了となります。）
・現在お持ちの免除証明書は、平成24年3月1日以降も引き続き使用できますので、返却せずそのまま

お使いください

お問い合わせ先　　全国健康保険協会　宮城支部
　〒980-8561　仙台市青葉区国分町３−６−１　仙台パークビル８F

電話 022-714-6850（代表）　　FAX 022-714-6857　　ホームページアドレス www.kyoukaikenpo.or.jp/

　　平成24年4月からインターネットで簡単にできます
お困りではありませんか？
・各支店に申込書を郵送するのが面倒
・申込書が手続きで面倒
・健診対象者をパソコンで管理したい
・健診対象者が多く、受診時期がバラバラのため何度も申込書を送るのが手間

健診対象者データをパソコンにダウンロードできます（平成24年4月より）
作成した申込書をインターネットを使って協会けんぽに提出できます

※ご注意ください
①事前に協会けんぽホームページから「ID・パスワード」の申請が必要となります。
②これまで通り、事前に健診機関への予約は必要となります。
③平成２４年度の健診対象者データは平成24年2月中旬頃にダウンロードできる予定ですのでIDパスワードをお持ちでない事業主
様はお早めにお手続きください。

簡単手続き 経費削減 生活習慣病予防健診の申込が

会
員
の
経
営
者
と
し
て
の
資

質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
宮
城
県
商
工
同
友
会
（
会
員

三
十
九
名
）
が
二
月
二
十
二
日
、
ホ

テ
ル
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
仙
台
で
経

営
資
質
向
上
研
修
会
を
開
催
し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
は
、
経
営
者

に
と
っ
て
避
け
て
通
る
こ
と
の
で

き
な
い
労
務
管
理
に
つ
い
て
、
阿

部
眞
二
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

代
表
阿
部
眞
二
氏
よ
り
、「
労
務

管
理
の
実
情
と
対
策
〜
社
労
士
へ

の
最
近
の
労
務
相
談
実
例
か
ら
」

と
題
し
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

阿
部
氏
は
、
特
定
社
会
保
険
労

務
士
の
資
格
を
有
し
て
お
り
、
国

の
総
合
労
働
相
談
員
と
し
て
、
労

使
双
方
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
様
々

な
労
務
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
あ

た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
近
の
多

い
相
談
事
例
を
も
と
に
企
業
と
し

て
の
義
務
や
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た

場
合
の
対
処
方
法
、
さ
ら
に
は
企

業
と
し
て
の
防
衛
策
な
ど
、
具
体

的
な
事
例
を
交
え
た
話
を
さ
れ
た
。

参
加
者
は
熱
心
に
講
師
の
話
に

耳
を
傾
け
、
自
社
に
置
き
換
え
て

メ
モ
を
取
る
な
ど
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

経
営
資
質
向
上
研
修
会

労
務
管
理
の

重
要
性
を
再
認
識

宮
城
県
商
工
同
友
会

発行　平成24年3月1日（7）第282号 発行　平成24年3月1日



で
は
、
青
年
部
員
実
態
調
査
の
結

果
等
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
る

と
と
も
に
、
被
災
地
支
援
活
動
の

現
状
と
し
て
、
岩
手
・
宮
城
・
福

島
の
被
災
三
県
の
代
表
者
よ
り
報

告
を
行
い
、
本
県
か
ら
は
尾
出
県

青
連
会
長
（
大
崎
）、
小
松
県
青

連
理
事
（
石
巻
か
ほ
く
）
が
被
災

地
の
現
状
並
び
に
今
後
の
活
動
方

向
に
つ
い
て
述
べ
た
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
九
日

の
第
一
回
目
か
ら
手
探
り
の
中

で
、
毎
月
開
催
し
て
お
り
、
今
後

も
、
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、

五
年
、
十
年
と
末
永
く
開
催
し
て

い
く
催
し
と
し
た
い
と
熱
弁
を

奮
っ
た
。

講
演
終
了
後
、
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
実
施
さ
れ

た
震
災
復
興
支
援
事
業
の
内
容
に

つ
い
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
よ
り

報
告
が
な
さ
れ
、
来
年
度
の
事
業

推
進
に
向
け
た
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
た
。

被
災
地
の
支
援
活
動
届
け
優
良
賞
を
受
賞

︱
青
年
部
全
国
組
織
化
四
十
五
周
年
記
念
大
会（
和
歌
山
大
会
）
︱

商
工
会
青
年
部
全
国
組
織
化

四
十
五
周
年
記
念
大
会
（
和
歌
山

大
会
）
が
去
る
二
月
七
日
㈫
〜
八

日
㈬
、
和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル

を
会
場
に
、
本
県
五
十
五
名
を
含

む
全
国
各
地
よ
り
約
二
千
四
百
名

の
青
年
部
員
が
参
加
の
下
、ス
ロ
ー

ガ
ン
を
「
道
〜
今
こ
そ
気
づ
き
前

に
進
も
う
心
を
ひ
と
つ
に
日
本

〜
」
と
掲
げ
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
顕

彰
授
与
式
で
は
、
本
県
よ
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
部
門
に
お
い

て
、
大
崎
商
工
会
青
年
部
元
部
長

森
毅
さ
ん
が
受
賞
、
ま
た
、
長
年

青
年
部
活
動
に
対
し
て
大
き
く
貢

献
し
た
方
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈

二
月
二
十
三
日
㈭
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
に
お
い
て
、
県

下
商
工
会
女
性
部
正
副
部
長
が
一

同
に
会
し
、「
商
工
会
女
性
部
正

副
部
長
懇
談
会
」が
開
催
さ
れ
た
。

講
師
に
は
、
南
三
陸
町
福
興
市

実
行
委
員
長　

山
内
正
文
さ
ん
を

お
招
き
し
、「
南
三
陸
町
に
お
け

る
復
興
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
活
性
化

で
は
、
大
河
原
町
商
工
会

青
年
部
前
部
長
の
佐
藤
克

美
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
主
張

発
表
で
は
、全
国
各
ブ
ロ
ッ

ク
よ
り
予
選
を
勝
ち
進
ん
だ
代
表

者
六
名
が
、
日
頃
の
青
年
部
活
動

か
ら
得
た
経
験
や
成
果
、
意
見
に

つ
い
て
熱
弁
を
奮
い
、
東
北
・
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
本
県

よ
り
出
場
し
た
佐
々
木
智
徳
さ
ん

（
加
美
）
は
、
当
日
参
加
し
た
東
北

各
地
の
青
年
部
員
か
ら
の
応
援
を

受
け
、
震
災
直
後
の
高
齢
者
支
援

活
動
に
つ
い
て
主
張
発
表
を
行
い
、

惜
し
く
も
最
優
秀
賞
は
逃
し
た
も

の
の
、
優
良
賞
を
受
賞
し
た
。

二
日
目
の
全
国
青
年
部
長
会
議

の
方
向
性
と
今
後
の
事
業

展
開
に
つ
い
て
講
演
を
い

た
だ
い
た
。

南
三
陸
町
の「
福
興
市
」

は
、
地
元
商
店
街
と
町
が

手
を
取
り
合
っ
て
再
び
幸
せ
を
取

り
戻
す
た
め
の
催
事
で
あ
り
、
こ

の
祈
り
を
込
め
て「
福
が
興
る
市
」

と
命
名
し
た
。

こ
の
市
は
、
単
に
一
商
店
街
だ

け
の
為
の
も
の
で
は
な
く
、
町
と

地
元
企
業
、
地
域
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
一
丸
と

な
っ
て
手
を
つ
な
ぎ
あ
い
、
創
り

上
げ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

震
災
復
興
の
絆「
福
興
市
」

末
長
い
イ
ベ
ン
ト
の
定
着
目
指
す
！

︱
商
工
会
女
性
部
正
副
部
長
懇
談
会
︱

被災地の想いを全国の青年部員へ

全国より2,400名が集い絆を集結講演する山内社長
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